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RP62A，ATCC35984）の菌液を 200μl ずつ滴下して 60 分間暴露した。浮遊菌




【結果】表面の平均粗さは全ての基板で 10nm 以下（オキシニウム 7.5nm，コ
バルトクロム 2.3nm，チタン合金 4.8nm，純チタン 5.4nm，ステンレス鋼 1.4nm）
であり，走査型電子顕微鏡でも極めて凹凸不整が少ない表面であることが確認
された。接触角はオキシニウム 78.7 度，コバルトクロム 100.4 度，チタン合金
80.6 度，純チタン 83.4 度，ステンレス鋼 89.1 度でオキシニウム，チタン合金，
純チタンが同程度の親水性，コバルトクロム合金は疎水性であった。細菌付着
量（×105 CFU /ml）は，オキシニウム 9.3, コバルトクロム合金 9.1，チタン合
金 13.5，純チタン 16.7，ステンレス鋼 14.3 であり，オキシニウムとコバルトク
ロム合金は純チタンよりも有意に付着量が少なかった。（P＜0.05） 
 
【考察】 
諸家の報告では初期細菌付着に影響する生体材料因子として表面の粗さを指
摘するものが多い。今回，全ての金属基板表面をきわめて平滑に研磨し，粗さ
以外に初期細菌付着に影響する生体材料因子について検討を行ったところ，表
面の濡れ性が付着に関与した可能性が示唆された。一方で粗さや濡れ性以外に
も付着に影響を及ぼす要因があることも否定できなかった。以上より，生体材
料表面への初期細菌付着現象は複雑な多因子相互作用によって起こると考えら
れる。今後より生体内環境に近い条件下で詳細な研究を進め，細菌付着とそれ
に続くバイオフィルム形成という複雑な現象について解明していく必要がある。 
 
